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研究成果の概要（和文）：　発達障害や学習困難のある児童生徒について、広義の２Ｅ教育の観点から、得意や興味等
の「認知的個性」を捉えて、それを活かして苦手を補う特別支援の方策を探った。認知的個性の自己チェックリストを
開発して、それが通常学級の学習で有用なこと、また発達障害や学習困難な生徒の学習・生活支援に活用できることを
示した。併せて、２Ｅ教育の多様な形態や可能なカリキュラムの変革について調査、考察した。

研究成果の概要（英文）：  We investigated the measures in special support to identify the "cognitive indiv
iduality" as strength and interest and to compensate for the weakness making use of them in the students w
ith developmental disorders or learning difficulties from the perspective of the broad concept of twice-ex
ceptional education.  We have developed self-rating checklists of cognitive individuality and showed that 
they are useful for the learning in regular classes and that they can be made use of in supporting the lea
rning and life of students with developmental disorders or learning difficulties.  Furthermore, various ty
pes of twice-exceptional education and the possible innovation of the curriculum were investigated and con
sidered. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

認知発達・教育心理学

キーワード： 発達障害　学習困難　才能　認知的個性　２Ｅ教育　多重知能（MI）

教育学・特別支援教育



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 アメリカでは、発達障害と才能を併せもつ
「２Ｅの（二重に特別な）」児童生徒の教育
実践研究が盛んである。この背景には、学校
での「才能教育」は、才能をもつが通常授業
には不適応の子どもの学習ニーズに応じる
特別支援教育の一環だとする考え方がある。
しかし日本では、発達障害に関する研究の豊
富さに比べて、才能とその教育に関する教育
学・心理学的研究は、一つの研究領域として
形成されてこなかった。本研究では、特別支
援教育、認知・発達心理学、比較教育学の学
際的領域として、新たな多面的な知見を得よ
うとした。 
 
２．研究の目的 
 個人のもつ障害や才能も含めて多様な認
知発達的特徴・個人差を、「認知的個性」（CI）
という包括的な概念で、また発達障害生徒の
得意・興味を活かす特別支援を広義の２Ｅ教
育として、捉え直す。通常学校及び特別支援
教育の様々な学習・発達支援の場において、
発達障害や学習困難のある生徒の CI を判別
して、学習を個性化する方策を探る。 
 
(1) CIの観点から、発達障害や学習困難のあ
る生徒を含めて、MI（多重知能）から生活ス
キルまで、個人の得意や興味を捉えるために、
チェックリスト等多様な方法を開発する。 
 
(2) 学習・発達支援の場において、判別され
た CI を活かす学習や生活支援の方法を開
発・試行して、学習困難な生徒の才能特性を
活かして、苦手を補い、自己肯定感を高める
ような、学習支援の方策および２Ｅ教育やカ
リキュラムの多様なあり方について提言す
る。 
 
３．研究の方法 
 認知的個性(CI)と広義の２Ｅ教育という
包括的概念の下、発達障害や学習困難と才能
（得意・興味）に関する判別と学習・生活支
援に関して、多方面の視点から基礎的調査、
資料収集、活用的実践研究を行った。 
 
(1) 中学校の総合学習や教科学習で生徒の
CI を把握して活かす実践を進めた。MI（多
重知能）や同時・継次処理等の簡易チェック
リストを作成した。それを用いて発達障害生
徒の学習支援を試みた。また発達障害生徒の
CI を活かすキャリア教育の多様なあり方を
探るため、アメリカの発達障害生徒の大学進
学指導を重点とする特別学校および発達障
害学生の学習支援を行う大学への訪問・資料
収集を行った。 
 
(2) 発達障害児の知能検査・WISC-IVのプロ
フィールと、CI特性のうちMIプロフィール
の結果を比較して、MI プロフィールの妥当
性を検討した。 

 
(3) 保育士研修で、発達障害児担当の保育士
を対象とした研修プログラムを実施した中
で、保育士が CI 特性を念頭に、担当児のア
セスメントと行動観察を行う機会を設定し
た。また短期入所施設支援において、ASD児
を対象とした入所支援のモデルケースを通
して支援方法を検討し、支援の効果検証を試
みた。 
 
(4) 組織開発・変革論として、認知的個性の
うち「強み」の発見・活用を促すための方策
が欧米を中心に模索され始めている。そのポ
ジティブ・アプローチの観点から、通常学級
で、学校に基礎を置く持続可能な才能教育カ
リキュラムの開発方法の文献研究と実証研
究に取り組んだ。 
 
(5) 公的な才能教育で発達障害児等特別支
援教育対象者への制度的配慮が関連法に明
記されている韓国を対象に、２Ｅ教育の現状
と課題を調査・分析した。才能教育機関を事
例分析して、教育現場での２Ｅ児に対する制
度的配慮について検討した。 
 
４．研究成果 
 総合的な研究の検討の過程で、発達障害や
学習困難のある生徒を含めて、全ての生徒個
人の得意・興味と苦手を「認知的個性」（CI）
の観点から捉え直し、広義の２Ｅ教育として、
発達障害生徒の得意・興味を活かす学習・生
活支援の有効な方針が得られた。 
 
(1) 中学校で CI を授業に活かすために、生
徒の MIや同時・継次処理タイプをチェック
リストで判別することは比較的容易で妥当
であることが示された。その個人の結果を総
合学習の小集団形成や教科授業の方法の工
夫に有効に活かせた。これらに関連した授業
実践の報告書冊子を作成した（松村暢隆監
修・香川大学教育学部附属坂出中学校『認知
的個性を活かす総合学習・教科学習の実践』 
2014）。一方、CIチェックリストを活用して、
ASD 等の発達障害生徒の興味を活かす学習
支援が可能なことが示された。 
 さらに、アメリカでの発達障害生徒対象の
特別学校および発達障害学生の学習支援を
行う大学センターの実践に関する調査から、
広義の２Ｅ教育の理念・方法で日本の発達障
害生徒の CI を活かすキャリア教育の多様な
あり方への示唆を得た。 
 今後、中学校の総合学習や教科学習で生徒
の CIを活かす実践をさらに進め、CI特性の
指導・学習での活用法と有効性を探究する。
またアメリカの特別学校での発達障害生徒
の大学進学指導の方法を参考に、日本でも広
義の２Ｅ教育の理念で、発達障害生徒の得
意・興味を活かして苦手を補う指導・学習の
可能性を探究する。 
 



(2) 発達障害児の WISC-IV プロフィールと
MI プロフィールの結果を比較したところ、
後者で個人の発達の凸凹の得意な機能を識
別できることが分かった。その方法は、発達
障害児の得意を活かす支援に有効であると
示唆された。 
 今後は、これまでの成果を基に、発達障害
や学習困難のある児童生徒が自分の得意を
理解して活かすために、MI プロフィール等
を用いた心理教育プログラムを開発し、実践
研究を進める。 
 
(3) 保育士が、CI特性を考慮することにより、
アセスメントを通して担当児の発達プロフ
ィールを把握して支援の手掛かりを得られ
ること、また詳細な観察記録に基づいて担当
児の得意な領域を見極め、支援に活かせるこ
とが分かった。短期入所施設支援においては、
対象児の興味等を把握して活かすことによ
り、社会・生活スキルの改善がみられ、養育
者の抑うつ感や育児ストレスが軽減される
ことを示した。 
 今後は、保育士研修について、発達障害児
担当の保育士が、担当児の発達プロフィール
を把握し、その変化を捉えられるアセスメン
ト及び評価の方法を検討する。また短期入所
施設支援について、子どもが得意や好む活動
を活用し、日常生活や対人関係においてポジ
ティブな経験を積み重ねられるような支援
方法を検討していく。 
 
(4) ポジティブ・アプローチが、通常学級で、
学校に基礎を置く持続可能な才能教育カリ
キュラムの開発に有効な方法であることが
分かった。ポジティブ・アプローチは社会構
成主義の影響を強く受けた方法論であり、客
観主義的認識で捉えられがちな CI や才能も
また社会的に構成されるものと見直すこと
ができる。 
 今後は、カリキュラムを介した子どもの学
びの姿のポジティブな現実に積極的な意味
づけをして、オルタナティブな物語を紡ぎだ
すことで教師の生徒を見る目は変わり、カリ
キュラムもまた変革が促される、との理論的
予測が、実際の場でどのように機能するのか
について実証研究を展開する。 
 
(5) 韓国では、才能教育を特別支援よりも人
的資源開発の一環と見なす傾向が強く、特別
支援教育と才能教育の法制度的な連携は十
分とはいえないが、研究者や教育関係者の一
部では、両者の連携を図る試みがなされてい
ることが分かった。また、才能教育の目的が
科学者養成に偏重していて配慮方法が形式
的なこと等から、教育現場では２Ｅ児に対す
る制度的配慮が十分に機能していないこと
が判明した。 
 特定分野の人的資源開発という目的は確
かに才能教育の制度化における政策的イン
センティブとなり得る。しかしそれを重視し

過ぎれば才能教育制度が硬直化し、より多く
の子どもの多様な才能を活かすことが困難
になることが、韓国の事例分析から明らかに
なった。この２つの目的のバランスをとるた
めの方策を探っていくことが今後の課題で
ある。 
 
 以上のような研究の進展、成果を踏まえて、
研究者の関連論文を集結して本科研の報告
書冊子を作成した（松村暢隆編集『認知的個
性を活かす特別支援の基礎・実践的研究：２
Ｅ教育の理念で生徒の得意・興味を活かして
苦手を補う』2014）。今後、様々な障害や才
能のある生徒を含めて、全ての生徒の「得
意・興味を見つけて伸ばし、活かして苦手を
補う」という広義の２Ｅ教育の理念の下、小
中学生から高校生、大学生に対して、CIを活
かす学習支援を連携させることに関する基
礎・実践的研究が継承発展される。 
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